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補
償
費
及
び
元
利
償
還
に
対
し
国
の

財
源
充
当
が
あ
る
過
疎
債
を
活
用

し
、
町
の
財
政
負
担
も
考
慮
し
た
中

で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク

ラ
ブ
側
と
移
転
先
で
の
オ
ー
プ
ン
時

期
な
ど
の
協
議
を
重
ね
、
移
転
先
で

の
業
務
開
始
日
は
令
和
３
年
３
月
１

日
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
新
冠
町

乗
馬
施
設
条
例
の
改
正
が
必
要
で
、

今
定
例
会
に
移
転
に
伴
う
所
要
の
条

例
改
正
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

移
転
先
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
新

冠
温
泉
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
両
施

設
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
　
国
保
診
療
所
の
発
熱
者
の

対
応
に
つ
い
て

　

冬
季
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
「
発
熱
外
来
」
を
設
置
し
11
月
10

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
発
熱
患
者
と
一
般
患

者
が
混
在
し
な
い
よ
う
感
染
隔
離
専

用
室
を
２
室
設
置
す
る
な
ど
の
対
応

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
所
轄
保
健
所

か
ら
指
導
が
あ
っ
た
患
者
さ
ん
の
動

線
の
分
離
や
隔
離
の
徹
底
に
つ
い

て
、
十
分
に
対
応
す
る
に
は
施
設
的

に
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
診
療
所
と

し
て
、
受
入
れ
体
制
を
新
冠
町
全
体

で
整
え
る
必
要
性
が
高
い
と
判
断

し
、
新
た
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
全
面

活
用
し
、
発
熱
外
来
に
対
応
す
る
特

別
診
察
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
で
き
得
る
範
疇
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
万
全
な
医

療
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
や
医

療
ス
タ
ッ
フ
、
な
に
よ
り
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図

る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

１
　
小
中
学
校
及
び
認
定
こ
ど
も
園

の
臨
時
休
業
に
つ
い
て

　

静
内
高
等
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
者
発

生
を
受
け
、
町
の
対
策
本
部
で
集
団

感
染
の
予
防
を
図
る
た
め
に
小
中
学

校
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
臨
時
休
業

措
置
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
10

月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
の
11
日
間
の

休
業
措
置
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
10

月
20
日
の
段
階
で
影
響
が
少
な
い
こ

と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
当
初

の
予
定
を
４
日
間
繰
り
上
げ
、
10
月

22
日
か
ら
教
育
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。

　

臨
時
休
業
に
よ
り
不
足
し
た
授
業

日
数
は
５
日
間
で
す
が
、
各
学
校
の

授
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
３
日
程
度
の
遅
れ
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
冬
休
み
期
間
を
３
日
間

短
縮
し
、
授
業
日
数
を
確
保
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
町
の
対
策
本

部
会
議
で
、
小
中
学
校
と
同
様
に
休

園
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
期
間
、

休
園
し
ま
し
た
。

　

休
園
期
間
中
の
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
る
保
育
要
望
に
は
個
別
に
対

応
し
ま
し
た
。

２
　
新
冠
町
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
将
来
を
見
据

え
た
教
育
環
境
の
再
編
整
備
に
つ
い

て
方
針
化
し
た
、「
新
冠
町
小
中
学

校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
昨
年
度
に
「
町
立
学

校
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
答
申

を
い
た
だ
い
た
、
小
中
学
校
の
「
適

正
規
模
の
あ
り
方
」「
適
正
配
置
の

あ
り
方
」
な
ど
の
内
容
を
基
本
に
、

基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
基
本
方

針
」
と
、
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の

具
体
的
内
容
を
示
す
「
基
本
計
画
」

の
形
式
で
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

基
本
方
針
は
、
児
童
生
徒
数
の
将

来
推
計
を
見
据
え
な
が
ら
、
次
の
２

項
目
を
方
針
化
し
ま
し
た
。　
　

　

1
点
目
、
「
新
冠
町
が
目
指
す
学

校
教
育
の
姿
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
未
来
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
必
要

な
資
質
・
能
力
を
確
実
に
身
に
付
け

高
め
て
い
く
活
力
あ
る
学
校
を
目
指

す
こ
と
を
方
針
化
し
、
２
点
目
、「
小

中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基

本
的
な
考
え
方
」
で
は
、
朝
日
小
学

校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
及
び
、
新

冠
小
学
校
に
お
け
る
僅
少
差
学
級
の

解
消
を
第
一
と
し
、
義
務
教
育
課
程

９
年
間
を
通
じ
た
一
貫
教
育
の
実
現

を
中
心
に
、
新
冠
中
学
校
を
は
じ
め

と
し
た
学
校
施
設
の
老
朽
化
に
配
慮

し
た
教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と

を
方
針
化
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
で
は
、
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
を
進
め
る
た
め
次
の
４
項
目

を
示
し
ま
し
た
。

　

１
点
目
、
「
計
画
の
期
間
」
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
設
定
、
２
点
目
、
「
対
象

学
校
」
は
町
内
の
小
中
学
校
、
全
３

校
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
、
「
計
画
の
具
体
的
内
容
」

は
、
計
画
期
間
を
５
年
ご
と
の
前
期

と
後
期
に
分
け
、
前
期
は
新
冠
小
学

校
と
朝
日
小
学
校
を
新
冠
小
学
校
に

統
合
し
た
上
で
、
施
設
改
築
の
構
想

に
着
手
す
る
こ
と
。
後
期
は
、
施
設

の
老
朽
化
状
況
、
財
政
状
況
、
一
貫

教
育
へ
の
取
り
組
み
を
考
慮
し
、
計

画
最
終
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
新

冠
中
学
校
の
改
築
計
画
を
進
め
る
と

と
も
に
、
後
年
次
の
小
学
校
改
築
計

画
を
具
体
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

４
点
目
、
「
計
画
の
進
め
方
」
は
、

町
民
や
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
、
教

育
環
境
の
課
題
と
本
計
画
の
必
要
性

を
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
計
画
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
か

ら
認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
保
護
者
を

は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
本
計
画

を
説
明
し
、
意
見
な
ど
を
的
確
に
把

握
し
た
上
で
、
こ
の
基
本
計
画
を
推

進
す
る
た
め
の
詳
細
計
画
を
お
示
し

し
て
い
く
考
え
で
す
。

３
　
新
冠
町
教
育
大
綱
の
策
定

に
つ
い
て

　

教
育
大
綱
は
、
教
育
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
目
標
や
施
策
の
基
本
と
な
る
方
針

を
定
め
る
も
の
で
、
平
成
28
年
度
に

大
綱
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
大

綱
の
期
間
が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と

す
る
新
た
な
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

新
大
綱
は
計
画
期
間
を
「
第
６
次

新
冠
町
総
合
計
画
」
と
整
合
性
を
図

る
べ
く
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
ま
で
の
９
年
間
と
し
、
教
育
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

計
画
内
容
は
、
現
大
綱
を
踏
襲
し
、

「
第
６
次
新
冠
町
総
合
計
画
」
の
基
本

方
向
及
び
「
教
育
行
政
執
行
方
針
」

を
基
本
と
し
つ
つ
、
新
た
に
「
新
冠

町
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

基
本
計
画
」
へ
の
取
り
組
み
を
重
点

施
策
に
加
え
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

４
　
新
冠
町
町
外
学
生
等
応
援
給
付
金

の
支
給
結
果
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
修
学
へ
の
不
安
を
抱
え

な
が
ら
、
親
元
を
離
れ
町
外
に
居
住

し
て
い
る
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た

1
人
あ
た
り
３
万
円
の
給
付
金
の
支

給
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

12
月
１
日
ま
で
申
請
を
受
付
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
政
事
務
委
託
文

書
な
ど
の
周
知
に
加
え
、
申
請
の

あ
っ
た
方
々
に
、
同
級
生
や
ご
友
人

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
周
知

を
お
願
い
し
、
申
請
漏
れ
が
な
い
よ

う
努
め
、
結
果
、
１
５
１
名
か
ら
申

請
が
あ
り
給
付
総
額
は
４
５
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
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 農 産 部 門

作 物 名 区　　分 単位 令和元年度 令和２年度 前年対比

水    稲
収　　量 kg 519,060 569,130 50,070

販売金額 千円 121,666 131,277 9,611

そ 菜 計 販売金額 千円 915,487 1,189,851 274,364

そ菜の内
ピーマン

収　　量 kg 1,984,174 2,154,874 170,700

販売金額 千円 840,583 1,116,281 275,698

 畜 産 部 門

品 種 別 区　　分 単位 令和元年度 令和２年度 前年対比

サラブレッド

（北海道市場実績）

売却頭数 頭 330 315 △ 15

売 却 額 千円 1,995,874 1,950,630 △ 45,244

酪農関係
乳　　量 ｔ 9,623 10,113 490

乳　　代 千円 898,409 984,839 86,430

肉用牛関係
（黒毛和牛・交雑種）

売却頭数 頭 952 985 33

売 却 額 千円 801,589 699,649 △ 101,940

 水 産 部 門

魚　種 区　　分 単位 令和元年度 令和２年度 前年対比

秋さけ
数　　量 kg 280,712 191,937 △ 88,775

金　　額 千円 159,920          163,510 3,590

た　こ
数　　量 kg 96,168 85,565 △ 10,603

金　　額 千円 44,418 38,451 △ 5,967

こんぶ
数　　量 kg 3,076 8,559 5,483

金　　額 千円 4,651 14,237 9,586

６　令和２年度第一次産業の概況

教
育
長
行
政
報
告

移転先のホロシリ乗馬クラブ
令和３年３月より営業開始を予定


